
学
校
で
の
感
染
防
止
と

学
び
の
保
障
の
た
め
に

ま
せ
ん
が
、
再
稼
働
の
前
提

条
件
と
な
り
ま
す
。

　

宇
田
議
員
は
、「
実
効

性
の
あ
る
計
画
で
な
け
れ
ば

避
難
計
画
策
定
と
し
て
は
な

　　

再
び
休
校
と
な
っ
た
と
き

の
学
び
を
保
障
す
る
た
め

に
、
今
年
度
中
に
小
中
学
生

に
一
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

宇
田
議
員
は
、
家
庭
環

境
に
よ
る
格
差
を
生
じ
さ
せ

な
い
た
め
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
家

庭
で
使
う
場
合
の
配
慮
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

教
育
長
は
、「
貸
し
出
し

可
能
な

W
i-F

i

モ
バ
イ
ル

ル
ー
タ
ー
を
、
要
保
護
・
準

要
保
護
認
定
世
帯
等
を
考
慮

し
、
必
要
な
台
数
を
整
備
す

る
。
通
信
費
は
就
学
援
助
費

等
で
支
援
す
る
。」「
事
前
に

家
庭
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

え
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と

は
必
要
」
と
、
答
弁
し
ま
し

た
。

＊
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
休
校
に

な
っ
た
と
き
だ
け
で
な
く
、

普
段
か
ら
も
家
庭
で
使
え
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

宇
田
議
員
は
、
コ
ロ
ナ

　

内
閣
府
が
示
し
た
、「
感

染
症
の
流
行
下
で
原
子
力
災

害
が
発
生
し
た
場
合
の
防
護

措
置
」
に
よ
る
と
、

①
自
然
災
害
時
の
避
難
所
運

営
で
は
３
密
回
避
の
た
め
に

換
気
は
重
要
だ
と
し
な
が

ら
、
原
子
力
災
害
と
の
複
合

災
害
で
は
、
原
則
換
気
は
行

わ
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
は
、
避
難
所
で
の

コ
ロ
ナ
感
染
は
防
げ
ま
せ
ん
。

②
原
発
か
ら
５
キ
ロ
か
ら
30

キ
ロ
圏
内
は
原
則
屋
内
退
避

で
す
が
、
避
難
所
で
の
密
集

が
避
け
ら
れ
な
い
時
に
は
、

30
キ
ロ
圏
外
に
避
難
す
る
、

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
は
、
94
万
人
が
一

斉
に
30
キ
ロ
圏
外
を
め
ざ
す

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ず
、
パ

ニ
ッ
ク
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

大
谷
市
長
は
、「
当
地
域

の
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
に
は
約
94
万

人
が
生
活
し
、
広
域
避
難
計

画
と
し
て
求
め
ら
れ
る
対
策

の
レ
ベ
ル
・
困
難
さ
は
他
の

原
発
立
地
地
域
と
は
格
段
に

違
い
、
そ
の
策
定
に
は
大
き

な
困
難
が
あ
る
。
さ
ら
に
感

染
症
対
策
を
考
慮
す
る
と
、

一
層
困
難
さ
が
増
す
」「
実

効
性
の
あ
る
避
難
計
画
を
含

め
市
民
の
安
全
が
確
保
さ
れ

な
い
限
り
再
稼
働
は
で
き
な

い
」
と
表
明
し
て
い
ま
す
。

　　

宇
田
議
員
は
、
「
何
を

　

９
月
議
会
は
９
月
２
日
か
ら
９
月
28
日

ま
で
、
29
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
が
続
く
中
、
市
内
事
業
者

は
深
刻
な
影
響
を
受
け
、
市
民
生
活
は
不

安
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
国
の
臨
時
交
付
金

等
を
活
用
し
た
補
正
予
算
約
８
億
５
千
６

百
万
円
が
提
案
さ
れ
、
日
本
共
産
党
も
賛

成
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
を
含
む
決
算

認
定
に
対
し
て
は
国
の
悪
政
に
対
し
て
市

民
を
守
る
施
策
が
不
十
分
だ
と
し
、
条
例

案
含
め
５
つ
の
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

も
っ
て
『
実
効
性
の
あ
る
避

難
計
画
』
と
す
る
の
か
」
と

質
問
し
ま
し
た
。

　

大
谷
市
長
は
、「
山
積
し

て
い
る
課
題
の
一
つ
一
つ
に

対
し
て
し
っ
か
り
と
対
策
・

対
応
を
考
え
、
検
証
す
る
こ

と
が
必
要
。
市
民
の
皆
さ
ま

が
計
画
を
理
解
し
、
適
正
な

避
難
行
動
を
と
れ
る
も
の
で

な
い
と
実
効
性
が
あ
る
計
画

と
は
言
え
な
い
」
と
、
答
弁

し
ま
し
た
。

　　　

避
難
計
画
を
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
東
海
第
２
原
発
30

キ
ロ
圏
内
14
市
町
村
の
う
ち

笠
間
市
・
常
陸
太
田
市
・
常

陸
大
宮
市
・
鉾
田
市
・
大
子

町
で
は
、
実
効
性
の
検
証
の

な
い
ま
ま
避
難
計
画
を
「
策

定
済
み
」
と
公
表
し
て
い
ま

す
。
避
難
計
画
策
定
は
再
稼

働
の
法
的
な
要
件
で
は
あ
り
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ら
な
い
」と
確
認
し
ま
し
た
。

　

大
谷
市
長
は
、「
課
題
を

整
理
し
た
こ
と
の
み
に
よ
っ

て
計
画
策
定
と
す
る
認
識
は

な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

感
染
の
不
安
か
ら
欠
席
し
て

い
る
子
、
様
々
な
理
由
で
以

前
か
ら
不
登
校
の
子
も
お

り
、
そ
の
子
た
ち
へ
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
、
質
問

し
ま
し
た
。

　

教
育
長
は
、「
不
登
校
及

び
感
染
不
安
で
登
校
で
き
な

い
子
に
対
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
す
る
こ
と
は
学
び
を
保

障
し
、
そ
の
子
に
応
じ
た
対

応
の
一
つ
と
し
て
有
効
で
あ

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

宇
田
議
員
は
、
学
校
に

行
け
な
く
て
も
、
い
ち
ょ
う

広
場
や
、
相
談
室
に
は
行
け

る
子
も
お
り
、
そ
の
場
か
ら

で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
で
き

な
い
か
、
質
問
し
ま
し
た
。

　

教
育
長
は
、「
学
び
を
保

障
す
る
対
応
の
一
つ
と
し
て

大
変
有
効
で
あ
る
」「
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
一
人
１
台
整
備
さ

れ
る
の
で
、
有
効
に
活
用
す

る
よ
う
、
一
人
一
人
の
実
態

や
要
望
に
応
じ
て
柔
軟
に
対

応
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

＊
そ
の
立
場
を
、
原
電
に
対

し
て
も
、
国
・
県
に
対
し
て

も
最
後
ま
で
ぶ
れ
ず
に
貫
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

宇
田
議
員
は
、
子
ど
も

の
安
全
と
学
び
を
平
等
に
保

障
す
る
た
め
の
少
人
数
学
級

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
質
問

し
ま
し
た
。

　

教
育
長
は
、「
少
人
数
学

級
で
の
学
習
環
境
は
、
感
染

防
止
対
策
の
有
効
な
手
立
て

の
一
つ
に
な
る
と
考
え
る
と

と
も
に
、
児
童
生
徒
に
対
す

る
き
め
細
や
か
な
指
導
に
適

し
た
環
境
で
も
あ
る
」
と
、

答
弁
し
ま
し
た
。

＊
国
の
制
度
と
し
て
求
め
る

と
同
時
に
、
市
と
し
て
も
で

き
る
限
り
の
こ
と
を
す
べ
き

と
要
求
し
て
い
き
ま
す
。

山形ゆみ子宇田たか子

市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
、

東
海
第
２
原
発
は
廃
炉
に

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
不
登
校
の

子
に
対
し
て
も
有
効
」

「
実
効
性
が
な
け
れ
ば
、

計
画
策
定
と
は
し
な
い
」

計
画
の
実
効
性
と
は
、

市
民
が
計
画
を
理
解
し
、

適
切
な
避
難
行
動
を
と

れ
る
こ
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、

「
事
前
に
家
庭
で
も
使

え
る
よ
う
に
し
て
お
く
」

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
、
一
人

一
人
の
実
態
や
要
望
に

応
じ
て
柔
軟
に
対
応
」

「
少
人
数
学
級
は
感
染

防
止
、
き
め
細
や
か
な

指
導
に
適
し
て
い
る
」

　新型コロナウイルス感染の４割は無症状感染者から
の感染といわれています。有効なワクチン、特効薬、
集団免疫のいずれもない現状では、たとえ感染が下火
になっても再燃の可能性は十分にあります。
　「新しい生活様式」という名の自己責任による感染
防止対策と、感染が広がってからの対処療法では、安
心して生活を送ることはできません。政治の責任でＰ
ＣＲ検査の大幅な拡充が求められます。

①感染者が出た場合、濃厚接触者に限らず、その施設
や地域に住む住民などに対し広く集中的にＰＣＲ検査
すること
②医療機関、介護施設、障がい者施設、高齢者施設、
保育園、幼稚園、学校など集団感染によるリスクが高
い施設の職員が少しでも体調が悪い時には優先的にＰ
ＣＲ検査を受けられること
③感染すると重症化しやすい施設の職員への定期的な
ＰＣＲ検査を行うこと
④コロナ禍であっても市民が安心して病院にかかれること

日本共産党市議団、市長へ要望書を提出
　　　　　　　一般質問でも取り上げる

ＰＣＲ検査の拡充で
　感染抑止・防止対策を

８月半ばまでの累積検査件数。
英オックスフォード大学を拠点にした「one WorId in Data」

検 査 総 数 1000人当た
りの検査数

圧倒的に少ない日本のＰＣＲ検査数

日　　本 146万3078件
アメリカ
イギリス
ド イ ツ

7015万5956件
1181万4098件
926万5361件

12件
212件
174件
111件

少人数学級を実施した小学校の回答

2005年文科省
調査結果から作成



　

令
和
３
年
度
、
市
の
『
男

女
共
同
参
画
計
画
』
が
更
新

さ
れ
ま
す
。

　

宇
田
議
員
は
、
性
的
少
数

者
で
あ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
や
、
す

べ
て
の
人
の
多
様
な
性
的
指

向
、
性
自
認
を
認
め
合
お
う

と
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
施
策
の
充

実
に
つ
い
て
、
計
画
に
盛
り

込
む
べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。

　

市
民
生
活
部
長
は
、「
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
が
自

己
肯
定
感
を
も
っ
て
幸
せ
に

暮
ら
し
、
職
場
や
地
域
社
会

な
ど
で
そ
の
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
、
多
様
性

を
認
め
合
う
社
会
の
理
解
促

進
を
施
策
の
方
向
と
し
て
盛

り
込
む
」
「
ま
た
、
日
常
生

活
に
お
い
て
困
難
を
き
た
す

こ
と
が
な
い
よ
う
、
具
体
的

な
支
援
策
等
に
つ
い
て
も
盛

り
込
ん
で
い
く
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

　

宇
田
議
員
は
、
働
く
女

性
の
多
く
が
不
安
定
な
非
正

規
雇
用
で
、
コ
ロ
ナ
禍
、
経

済
的
に
も
精
神
的
に
も
困
難

を
抱
え
て
い
る
と
し
て
、
施

策
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　

活
動
拠
点
の
「
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
」
は
、
笹
野

消
防
署
建
て
替
え
に
伴
い
、

令
和
３
年
度
中
に
取
り
壊
し

の
予
定
で
す
。

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

は
市
女
性
生
活
課
内
に
執
務

室
を
設
け
、
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る

団
体
の
活
動
場
所
に
つ
い
て

は
、
市
内
の
公
共
施
設
を
利

用
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
生
活
部
長
は
、「
施
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誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

活
動
を
後
退
さ
せ
な

い
た
め
に

コ
ロ
ナ
禍
、
女
性
に

対
す
る
施
策
の
強
化
を

「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
方
へ
の
施
策
を
盛

り
込
む
」

市民の「いのち・暮らし」守る市政を
「大企業・大型開発」優先の政治から 令和元年度決算

　安倍政権による7年8か月続いた経済政策に

より一部の輸出大企業は空前の利益を上げまし

たが、中小企業や働く人の賃金は伸び悩み、たび

重なる社会保障削減により格差と貧困は深刻

なほど広がりました。さらに昨年10月からの

消費税10%増税により、実質国内総生産（ＧＤＰ）

はマイナスが続き、個人消費も冷え込みました。

日本経済は、コロナの前からすでに危機的でした。

　アベノミクスの影響は本市においても例外

とはいえず、このような状況において住民の

一番身近な自治体には国の悪政の防波堤とし

ての役割が強く求めれました。しかし、その

役割が不十分だったとして一般会計決算認定、

他3つの特別会計決算認定に反対しました。

　　　　　　　●市報は、すべての方への配布を検討すべきです。

　　　　　　　●あおぞらバス、湊線の利用は増えていますが、今後さらに高齢化が進む

　　　　　　　ことから、市民の声を十分に聞き、さらにきめ細やかな公共交通のあり方

　　　　　　　を検討する必要があると考えます。

●税の滞納による徴収にあたっては、納税困難者一人一人の状況把握と生活再建に向けた

丁寧な納税相談を行うことが重要であり、茨城租税債権管理機構には移管せず、最後まで

市が責任もってかかわるべきです。

●マイナンバー制度関連に多額の国費が投入されています。マイナンバー制度は、一人の

人間が生まれてから死ぬまで原則同じ番号で、個人のあらゆる情報を一元的に管理しよう

とするものです。多少の利便性と引き換えに、番号が漏えいし悪用された場合の被害はは

かりしれません。この制度は廃止すべきです。

●生活困窮者自立支援、生活保護受給者に対して、一人一人の状況を正確につかみ、人と

しての尊厳と自立を促す丁寧な支援を求めます。

●茨城港常陸那珂港区建設事業に本市は既に７０億円の税金を投入しています。隣の火力

発電所から石炭灰が運ばれ埋め立てに使われるなど環境汚染・環境破壊が懸念される、大

企業のための港づくりとも言える港湾の、これ以上の建設は中止すべきです。

●学校関連では、不登校対策の充実、学校介助員の充実、司書教諭補助員を学校図書司書

として各校に配置することを求めます。

●小中一貫の義務教育学校は、国民の広範な教育要求を反映してつくられた制度ではなく、

その教育効果も検証されていません。この義務教育学校は、これまでの学校制度を根本か

ら変えるものであり、もっと市民レベルで議論を深めるべきです。

一般
会計

必要な人が安心して
利用できる制度に

　「介護の社会化」をスローガンにしてつくられた制度ですが、
高齢者人口の増加とともに介護費用が膨れ上がると、保険料・
利用料の引き上げ、サービスの利用制限など次々に制度が改悪
されています。介護が必要な時に誰もが安心して利用できる介
護保険制度とすべきです。

介護保険
事業

安心して
医療にかかれるように

　高齢者人口が増え医療費が増大すれば、同時に保険料も増額
されることになり、平成20年度の制度開始以来高齢者の負担
に歯止めがかかりません。
長年にわたり社会に貢献してきた高齢者が、安心できる老後を
保障する制度とは言えず、廃止を求めます。

後期高齢
者医療

　国民健康保険は、どの医療保険に
も属さないすべての国民の加入が義
務づけられ、加入者の多くは、高齢
者、非正規で働く方、無職の方と
なっています。
　保険料は、所得割に加え世帯割と
して 1世帯あたり 20,500円、さら
に生まれたばかりの赤ちゃんも1人
として数え、家族の人数分かける
18 ,000 円の均等割りが賦課される
ため、所得だけを基準にして算定さ
れる他の医療保険に比べて負担が重
くなっています。
　負担軽減のために一般会計からの
さらなる繰り入れと、国に対しては
国庫補助金の抜本的な増額を求めて
いただきたいと考えます。

国民健康
保険

国保税
引き下げを

設
が
無
く
な
っ
た
こ
と
で
事

業
が
縮
小
し
た
と
思
わ
れ
な

い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
ケ
ア

を
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

＊
今
後
、
利
用

　
　
　
　
　

団
体
の
声
を

　
　
　
　
　

し
っ
か
り
聴
き
、

　
　
　
　
　

施
策
の
後
退
を

　
　
　
　
　

許
さ
ず
、
充
実

　
　
　
　
　

さ
せ
て
い
く
こ

　
　
　
　
　

と
が
求
め
ら
れ

　
　
　
　
　

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

＊
男
女
共
同
参

　
　
　
　
　
　

画
社
会
と
は
、

　
　
　
　
　
　

す
べ
て
の
人
が

　
　
　
　
　
　

お
互
い
の
違
い

　
　
　
　
　
　

を
認
め
、
人
権

　
　
　
　
　
　

を
尊
重
し
、
性

　
　
　
　
　
　

別
に
関
わ
り
な

　
　
　
　
　
　

く
、
自
ら
の
個

　
　
　
　
　
　

性
と
能
力
を
十

　
　
　
　
　
　

分
に
発
揮
す
る

　
　
　
　
　
　

こ
と
が
で
き
る

　
　
　
　
　
　

社
会
の
こ
と

多くは女性


